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総
合
計
画
に
も
と
ず
く

長
期
的
町
づ
く
り
に
努
力

町
民
の
皆
さ
ん
　
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
す
る
と
共
に
心
を
新
た
に

し
て
町
政
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

昨
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
潮
が
本

町
に
も
押
し
寄
せ
、
基
幹
産
業
で
あ
る

日
炭
が
閉
山
し
、
町
全
体
に
大
き
な
影

響
を
あ
た
え
ま
し
た
が
、
町
議
会
及
び

皆
様
の
ご
理
解
と
ど
協
力
に
よ
り
諸
問

題
に
対
処
出
来
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
日
庚
閉
山
後
に
住
民

生
活
環
境
整
備
と
明
る
い
勤
労
者
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
鼓
し
た
「
水
巻
町
総
合
計
画
」
を
本

年
早
々
に
完
成
さ
せ
、
町
づ
く
り
の
長

期
的
展
望
を
つ
く
り
、
産
業
、
教
育
、

文
化
、
福
祉
な
ど
町
制
全
般
の
発
展
計

画
を
皆
様
に
示
し
、
こ
の
基
本
計
画
に

そ
っ
て
出
来
る
だ
け
効
率
の
高
い
事
業

を
行
な
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

諸
事
業
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
財
政

上
、
国
県
補
助
の
確
保
に
最
大
限
の
努

力
を
す
る
の
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、

基
本
に
な
り
ま
す
税
収
の
確
保
に
つ
い

て
は
皆
様
の
ど
協
力
を
ま
つ
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

先
ず
、
生
活
環
境
整
備
事
業
と
し
て

は
吉
田
地
区
に
改
艮
住
宅
を
引
続
き
建

設
し
、
北
部
日
炭
跡
地
に
つ
い
て
は
水

巻
町
総
合
計
画
の
中
で
、
九
大
の
建
築

工
学
科
光
吉
教
授
に
日
炭
跡
地
利
用
計

画
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
計

画
推
行
に
は
莫
大
な
経
費
を
要
す
る
と

患
わ
れ
ま
す
の
で
国
及
び
県
の
指
導
と

援
助
を
仰
ぎ
、
県
営
住
宅
、
或
は
公

社
、
公
団
等
の
住
宅
を
建
腰
し
て
億
宅

確
保
を
行
な
い
た
い
と
患
っ
て
お
り
ま

す
。
又
、
老
人
や
子
供
の
施
設
に
つ
い

て
も
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

教
育
文
化
施
設
事
業
と
し
て
は
、
昨

年
に
引
続
き
猪
熊
小
学
校
防
音
校
舎
及

び
下
ｌ
示
学
校
の
防
音
設
計
に
着
手
す

る
は
こ
び
と
な
っ
て
お
り
、
新
水
中
に

つ
い
て
も
体
育
施
設
整
備
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

基
盤
整
備
事
業
と
し
て
は
、
頃
末
、

机
、
古
賀
、
樋
口
、
猪
熊
を
一
線
に
結

ぶ
北
部
開
発
道
路
を
整
備
す
る
と
同
時

に
足
元
道
路
の
舗
装
を
財
政
の
許
す
限

り
、
実
施
す
る
譲
り
で
あ
り
ま
す
。

鉱
害
問
題
に
つ
い
て
は
住
民
よ
り
早

期
復
旧
の
要
望
が
強
く
、
産
業
生
活
基

盤
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
た
め
、

本
年
一
月
か
ら
鉱
害
課
を
設
置
し
て
こ

れ
に
対
処
し
て
行
く
所
存
で
す
。

以
上
新
し
い
年
を
迎
え
所
借
の
一
端

を
述
べ
町
民
各
位
の
ど
協
力
と
ど
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ど
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
　
元
且

水
　
巻
　
町

町
　
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

勤
労
者
の
町
づ
く
り
を
推
進

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
昨
年
暮
の
統
一
地
方
選
挙
後
に

招
集
さ
れ
た
町
議
会
に
お
い
て
、
は
か

ら
ず
も
再
び
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
議
会
の
円
満
な
運
営
と
町

政
の
進
展
を
第
一
義
と
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
大
過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の

御
支
援
、
御
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
か
え
り
み
ま
す
と
本

町
に
と
っ
て
は
、
誠
に
目
ま
ぐ
る
し
い

激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
町
経
済
の
中
心
で
あ
り
ま
し
た
日

本
炭
磯
の
突
然
の
閉
山
は
、
日
炭
従
業

員
の
方
は
勿
論
全
町
民
に
不
安
と
動
揺

を
与
え
ま
し
た
が
よ
う
や
く
落
ち
つ
き

を
と
り
戻
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

本
年
は
日
炭
閉
山
に
よ
っ
て
残
さ
れ

た
鉱
害
問
題
を
は
じ
め
離
職
者
の
住
宅

問
題
、
目
顔
跡
地
の
開
発
問
題
等
数
多

く
の
問
題
に
対
処
し
な
が
ら
町
総
合
計

画
を
中
心
に
新
し
い
勤
労
者
の
町
づ
く

り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
年
で

あ
り
ま
す
。

私
は
町
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
充
分

と
り
入
れ
た
町
政
の
推
進
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
町
再
建
に
努
力
し
た
い
と
患
い

ま
す
。希

望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
皆
様
の
徹
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
、
新
年
の
ど
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

空整畢攣蝶感

昭
和
四
十
七
年
　
元
且

水
巻
町
議
会

議
　
長
　
入
　
江

激
動
す
る
教
育
行
政
に
対
処

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
皆
様
と
共
に

昭
和
四
十
七
年
の
新
し
い
門
出

を
祝
い
、
お
互
い
に
そ
の
多
幸

を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
不
肖
の
身
を

以
っ
て
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
当
町

の
教
育
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
が
、
浅

学
非
才
に
て
よ
く
そ
の
重
責
に
耐
え
、

御
期
待
に
こ
た
え
得
る
か
ど
う
か
を
案

じ
て
お
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
、
幸
い
に
皆
様
の
温
い

御
理
解
と
御
協
力
の
も
と
、
粉
骨
砕
身

本
町
教
育
行
政
の
振
興
発
展
に
努
力
致

し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
教
育
界
は
、
戦

後
の
改
革
よ
り
引
き
つ
づ
き
、
急
速
に

変
化
す
る
社
会
情
勢
、
経
済
の
高
度
成

長
の
中
で
、
そ
の
発
展
に
向
っ
て
激
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
昨
年
六
月
文
部
省
に
提

出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
明
治
以
後
の
第

三
の
教
育
改
革
と
い
わ
れ
る
中
教
審
の

答
申
案
、
本
県
で
は
、
県
故
事
の
答
申

に
よ
る
県
立
高
校
普
通
科
の
通
学
区
改

正
の
問
題
等
、
賛
否
両
論
の
渦
巻
く
中

に
新
し
い
年
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。水

巻
町
も
昨
年
四
月
、
日
炭
閉
山
と

い
う
非
常
事
態
に
通
過
し
て
以
来
、
町

再
建
の
至
上
命
題
の
中
で
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
を
軸
と
し
た
幾
多
の
教
育

課
題
を
か
か
え
て
越
年
し
ま
し
た
。

即
ち
、
防
音
校
会
建
設
を
含
め
た
町

内
全
学
校
の
施
設
設
備
の
充
実
、
道
徳

性
の
啓
塔
と
非
行
防
止
、
進
路
指
導
、

特
殊
教
育
に
対
す
る
啓
蒙
等
の
外
、
更

に
社
会
教
育
面
に
お
い
て
は
、
公
民
館

活
動
と
生
涯
教
育
の
確
立
、
青
両
岸
Ｔ
の

健
全
育
成
、
社
会
教
育
の
操
典
、
婦
人

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
強
化
等
が
そ

の
主
た
る
も
の
か
と
患
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
等
の
醇
問
題
は
す
べ
て
町
民
の
皆

様
と
一
体
に
な
っ
て
解
決
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
、
決
し
て
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

又
、
一
朝
一
夕
に
し
て
そ
の
教
育
効

果
を
期
待
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。譲

に
も
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な

ら
ず
」
と
言
い
ま
す
。

私
達
は
常
に
水
巻
町
の
現
状
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
、
長
期
的
展
望
に
た
っ

て
、
こ
の
建
設
と
教
育
課
題
解
決
の
道

を
歩
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
に
重
ね
て
皆
様
の
御
支
援
と
御

協
力
を
お
願
い
し
、
御
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

昭
和
四
十
七
年
　
元
旦

水
巻
町
教
育
委
員
会

教
育
長
　
柴
　
田
　
正
　
生

フ
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県
敬
啓
の
答
申
を
う
け
た
県
教
委

は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
二
十
九
日
付

に
て
、
四
十
七
年
度
よ
り
実
施
予
定
の

新
し
い
学
区
制
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
改
革
案
に
よ
る
と
、
当
水
巻
町
は

県
下
十
五
学
区
中
の
第
四
学
区
に
属

し
、
遠
賀
郡
中
間
市
の
外
北
九
州
の
八

幡
区
、
若
松
区
の
全
中
学
校
が
、
東
現

高
校
の
外
八
幡
南
、
八
幡
中
央
、
八
幡
、

若
松
の
各
高
校
と
直
方
商
に
受
験
出
来

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

案
に
よ
る
と
各
郡
市
町
村
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
利
害
得
失
が
あ
る
の
で
、
県
教

委
と
し
て
も
一
般
の
声
を
き
く
ぺ
く
、

十
一
月
十
二
日
頃
ま
で
を
期
限
と
し
て

意
見
の
陳
情
を
求
め
て
来
ま
し
た
。

本
町
で
は
独
自
な
立
場
で
、
十
月
四
日

す
で
に
町
行
政
の
各
機
関
を
あ
げ
て
、

現
状
堅
持
の
反
対
陳
情
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
当
教
育
委
員
会

は
こ
こ
に
新
し
く
商
校
普
通
科
通
学
区

問
題
協
議
会
（
教
委
・
町
執
行
部
並
び

議
会
・
文
厚
委
員
会
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
各
代
表
・
中
学
校
長
会
見
）
を
組
織

し
、
十
一
月
五
日
会
合
を
閃
い
て
そ
の

意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。
更
に
十
一
月

八
日
に
は
、
郡
出
身
の
垂
養
え
た

郡
協
議
会
を
開
催
し
次
の
様
な
要
望
番

（
本
町
協
議
会
と
同
こ
を
作
成
し
、

十
一
月
十
日
県
に
対
し
て
強
力
に
陳
情

を
行
な
い
ま
し
た
。

要
　
望
　
書
（
要
約
）

遠
賀
郡
と
し
て
は
基
本
的
に
は
現
行

学
区
の
継
続
を
希
望
す
る
。
（
理
由
は

第
一
に
志
願
者
が
必
ず
エ
リ
ー
ト
校
に

策
甲
し
て
受
験
競
争
が
激
化
す
る
。
第

二
に
そ
の
緯
果
高
校
間
の
格
差
を
助
長

す
る
。
第
三
に
中
学
校
の
現
場
に
お
け

る
進
路
指
導
が
混
乱
し
生
徒
も
父
兄
も

去
就
に
迷
う
）

従
っ
て
、
改
正
案
の
四
十
七
年
度
実

施
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
や
む
を
得
ず

実
施
を
す
る
場
合
は
左
記
事
項
の
実
現

方
を
つ
よ
く
要
望
す
る
。

1
　
既
得
権
学
校
の
永
久
固
定
化
（
直

方
・
宗
像
高
）

す
る
こ
と
。

5
　
人
蛍
老
選
抜
に
つ
い
て
は
、
内
申

啓
を
充
分
重
視
す
る
こ
と
。

教
育
次
長
、
学
校
教
育
課
長
へ
の
陳

情
に
引
き
つ
ゞ
き
、
当
日
午
後
は
助
借

県
議
の
斡
旋
に
よ
っ
て
県
議
会
文
教
委

員
会
に
も
陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
陳
情
は
県
下
に
お
い
て

三
百
件
を
は
る
か
に
超
え
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
県
教
委
は
僅
か
な
手
直
し
だ

け
で
殆
ど
当
初
の
方
針
を
変
え
ず
、
十

一
月
十
五
日
の
委
員
会
で
こ
れ
を
決
定

し
て
し
ま
っ
た
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
本
町
関
係
で
は
東
筑
高
校

に
一
学
級
増
、
直
方
高
校
は
臨
時
的
に

受
験
可
能
と
い
う
だ
け
で
、
今
ま
で
の

陳
情
活
動
の
実
り
は
極
め
て
僅
少
で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
十
八
日
再
び
郡
協
議
会
の
開
催
を
要

2
　
第
四
学
区
内
の
入
学
率
緩
和
の
経
請
し
、
現
状
の
分
析
と
今
後
の
対
策
を

過
措
置
と
し
て
東
筑
商
を
は
じ
め
学
協
議
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
改

区
内
全
高
校
の
学
級
増
を
つ
よ
く
要

望
す
る
。
（
含
直
方
・
宗
像
高
）

3
　
日
脚
を
ふ
ま
え
て
遠
賀
郡
に
高
校

普
通
科
の
新
設
を
つ
よ
く
要
望
す

る
。

1
　
高
校
間
の
格
差
を
な
く
す
努
力
を

正
案
は
県
教
書
艮
会
規
則
に
よ
る
専

決
事
項
で
あ
っ
て
議
会
の
議
決
を
必
要

と
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
間

鰭
は
す
で
に
行
政
段
階
に
移
行
し
た
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
は
遠
賀
郡

に
新
高
校
殴
匿
の
方
向
で
、
郡
内
町
長

ｒ
・
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
3
－
ー
ー
Ｔ
ヽ
′
ヽ
ｉ
ニ
ー
．
－
．
1
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．
－
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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昭
和
四
十
七
年
度

町
営
住
宅
空
家
入
居
希
望
者
の
募
集

昭
和
四
十
七
年
度
中
に
町
営
住
宅
の

空
家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を
次
の

よ
う
に
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
町
営
住
宅
の
場
所

ニ
・
下
二
・
垣
添
・
頃
末
・
猪
熊
・

吉
田

二
、
規
格

一
種
住
宅
（
一
〇
、
五
坪
～
二
、

三
五
坪
）

ニ
種
住
宅
（
八
、
七
五
坪
～
一
四
、

三
一
坪
）

三
、
家
賃
月
額

一
種
住
宅
（
三
四
（
）
Ｕ
円
上
ニ
、

七
〇
〇
円
）

ニ
種
住
宅
（
〓
ハ
9
Ｕ
円
上
未
定
）

四
、
入
居
資
格

川
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
者

∽
同
居
家
族
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
の
あ

る
も
の
、
そ
の
他
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
こ
と
。

川
入
居
収
入
基
準

的
一
種
住
宅
に
つ
い
て
は
入
居
の
申

込
み
を
し
た
日
に
お
い
て
、
月
額

二
七
、
0
0
0
円
を
こ
え
、
四
六
、

〇
〇
〇
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

の
二
種
住
宅
に
つ
い
て
は
入
居
の
申

込
み
を
し
た
日
に
お
い
て
、
月
額

二
七
、
0
0
0
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。

囲
申
込
者
は
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ

と
。

川
申
込
期
間

昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
か
ら
昭
和

四
十
七
年
二
月
十
日
ま
で
。

㈲
申
込
方
法
及
び
申
込
場
所

所
定
の
申
込
啓
を
役
場
受
付
に
備
え

て
お
り
ま
す
の
で
記
入
の
う
え
厚
生

課
住
宅
管
理
係
に
提
出
す
る
こ
と
。

た
だ
し
勤
務
時
間
外
と
郵
送
分
は
受

付
け
ま
せ
ん
。

∽
昨
年
申
込
み
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
入

居
出
来
ず
に
い
る
方
も
再
度
申
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。
以
前
の
分
は
無
効

と
い
た
し
ま
す
。

教育委員会

会
議
長
会
を
中
心
と
し
た
最
も
効
果
的

且
つ
強
力
な
組
織
に
よ
っ
て
、
新
局
面

に
沿
っ
た
運
動
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
従
来

の
組
織
を
解
散
し
、
越
え
て
十
一
月
二

十
日
郡
協
議
会
代
表
は
水
巻
に
伊
藤
・

入
江
両
会
長
を
訪
ね
て
つ
よ
く
こ
の
こ

と
を
要
請
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し

な
が
ら
改
正
案
の
延
期
、
有
利
条
件
の

獲
得
を
す
べ
て
断
念
し
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
十
二
日
に
は
再
び
郷
土
出

身
県
議
の
お
世
話
に
よ
っ
て
、
郡
内
各

町
の
執
行
部
・
議
会
を
含
め
た
関
係
団

体
の
代
表
多
数
に
よ
っ
て
、
蒔
会
文
教

委
員
会
の
陳
情
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
等
一
連
の
陳
情
活
動
の

中
で
、
常
に
水
巻
町
が
イ
ニ
シ
ャ
チ
ー

プ
を
と
っ
て
来
た
こ
と
を
附
記
し
て
お

き
ま
す
。

十
五
日
の
改
正
案
決
定
後
、
県
教
委

は
着
々
と
そ
の
準
備
を
す
す
め
、
十
二

月
一
日
よ
り
数
日
に
わ
た
っ
て
各
地
で

高
校
入
試
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
県
内
に
は
不
参
加
の
郡
市

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
本
町
で
は
基

本
的
に
は
強
行
反
対
延
期
の
線
で
は
あ

り
ま
す
が
、
行
政
ル
ー
ル
に
は
従
わ
ね

ば
な
ら
ず
、
更
に
実
施
さ
れ
る
以
上
生

徒
は
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
説
明
会
に
は
関
係
者
を
参

加
さ
せ
る
は
も
と
よ
り
、
中
学
校
に
お

い
て
は
、
父
兄
や
生
徒
の
意
向
を
併
わ

せ
て
、
す
で
に
着
々
と
具
体
的
な
進
路

日曜当番医
診療時間　9－17時

1月2日　伊藤医院（皮フ科）

㊥69－0527　頃未

〃　9日　入江医院－（外科）

㊨60－3320　頃宋

〃16日　渡辺医院（〃）

㊥69－2616　頃未

〃　23日　楠本医院

（内・小児科）

㊥69－0385

中間市大膳橋

〃　30日　坂口医院（婦人科）

⑧69－2943　頃未

2月6日　白土医院

（内・小児科）

㊥69－0553　樋口

13日　楠本医院（ク　ク）

㊥69－2873　頃末

20日　永松医院（耳鼻科）

㊥69－0386　頃宋

27日　森田医院

（内・小児科）

㊥69－0616　樋口

〃
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
ク

指
導
の
施
策
を
請
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
教
委
が
事
務
的
に
そ
の
し

ご
と
を
進
め
て
い
く
中
に
も
、
学
区
改

正
問
題
は
県
民
の
重
大
な
関
心
事
で
あ

る
為
、
革
新
議
員
団
の
要
求
で
十
二
月

十
三
日
臨
時
県
鴇
会
が
開
か
れ
て
、
こ

の
間
題
が
審
議
さ
れ
た
こ
と
は
御
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
問

題
の
最
終
的
な
鍵
は
生
徒
そ
の
も
の
が

担
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

私
達
は
こ
れ
に
よ
っ
て
中
学
校
教
育
を

あ
や
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
患
っ
て
い

ま
す
。
入
試
の
合
格
の
み
に
あ
せ
っ
て

全
人
教
育
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
も
っ
て
い
る
特

性
を
伸
ば
し
、
そ
れ
に
よ
る
か
け
が
え

な
き
生
涯
の
建
設
に
対
す
る
方
向
づ
け

こ
そ
、
進
路
指
導
の
真
髄
で
あ
る
こ
と

を
附
首
し
て
こ
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

か
え
多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ど
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
川
崎
直
隆
殿
（
古
賀
区
）

脇
坂
光
男
殿

故
武
野
タ
マ
殿
（
下
臣
武
雄
殿

故
光
宋
キ
ヨ
殿
（
猪
熊
）光

未
文
雄
殿

故
小
田
ユ
キ
ノ
殿
（
机
）小

田
藤
徳
殿

政
行
正
ア
サ
ノ
殿
（
机
）行

正
昌
宝
殿

故
勝
原
　
知
殿
（
上
二
）藤

原
宏
英
殿

都
市
計
画
準
備
調
査

健
康
的
な
町
づ
く
り
に

国
の
宝
よ
　
地
下
千
尺
に

男
度
胸
の
　
は
な
唄
ま
じ
り

ド
ン
ト
掘
り
だ
せ
！
～

黒
ダ
イ
ヤ
　
（
水
巻
音
頭
）

石
炭
と
共
に
栄
え
て
き
た
水
巻
町

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
斜
陽

調
　
査
　
期
　
間

一

月

～

三

月

み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
経
済
の
成
長
と
共
に
文
牝
の

化
し
、
四
十
一
年
二
月
施
薬
案
不
認
可
発
展
並
び
に
都
市
化
は
著
し
く
、
本
町

に
よ
る
一
坑
閉
山
、
引
き
続
き
昨
年
三

月
若
松
碗
業
所
の
閉
鎖
と
い
ろ
車
態
を

新
任
の
民
生
児
童
委
員
き
ま
る

十
二
月
盲
附
を
も
っ
て
全
国
の
民
古
橋
　
借

生
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
当
水
巻
町
池
田
　
猛

の
民
生
児
童
要
具
と
し
て
左
記
の
方
々

が
新
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
岡
部
淳
子

名
　
　
担
当
地
区

達
彦
　
立
屋
敷
・
下
ニ
・
下
二

町
住
、
入
江
興
産
住
宅

勇
伊
佐
座
・
上
二
・
上
二

町
住
・
み
ず
ほ
団
地
・

林
住
宅

山
本
　
患
昭

三
吉
フ
ミ
子

松
川
　
政
敏

原
　
福
次

〝

お

じ

さ

ん

ご

く

ろ

う

さ

ん

〃

第
三
保
育
園
々
児
第
四
分
団
を
訪
問

甲
斐
　
発

谷
口
　
ナ
ツ

い
つ
も
町
民
の
奉
仕
者
と
し
て
、
犠

牲
的
精
神
の
う
え
に
た
っ
て
、
日
夜
私

た
ち
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る

消
防
団
に
感
謝
し
て
去
る
十
一
月
二
十

四
日
に
水
巻
町
第
三
保
育
園
の
園
児
会

員
が
古
賀
区
に
あ
る
第
四
分
団
を
訪
問

し
花
束
と
リ
ボ
ン
を
送
り
、

「
お
じ
さ
ん
い
つ
も
私
達
番
守
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

ま
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
会
員
で
日
頃
の
ど
苦
労
に
感
謝

し
て
お
礼
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
平
目
の
た
め
分
団
員
金
員

の
出
席
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
副
団

兵
以
下
数
名
の
団
員
の
方
が
消
防
車
の

前
に
並
ん
で
、
チ
ビ
ッ
コ
訪
問
者
を
出

迎
え
、
副
団
長
が
団
員
を
代
表
し
て
お

礼
の
言
葉
と
し
て
消
防
の
仕
事
の
こ
と

や
、
消
防
自
動
車
の
こ
と
も
、
わ
か
り

や
す
く
帯
さ
れ
、
最
後
に
裏
山
で
消
防

車
に
よ
る
放
水
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

井
塚
友
三
郎

岡
田
　
次
雄

吉
田
ノ
一

書
田
ノ
二
御
輸
地
・
県

道
筋
大
橋

吉
田
ノ
二
宮
尾
・
本
村
（

三
組
、
五
組
、
七
組
）

吉
田
ノ
ニ
本
村
（
一
組

二
組
、
四
組
、
六
組
）

滑
石

吉
田
ノ
三
車
返

書
田
の
三
鯉
口
・
県
道

筋
・
緑
風
園
・
美
音
野

田
地

境
末
（
十
一
区
、
十
二

区
、
十
三
区
、
十
四
区

十
六
区
）

頃
末
（
三
区
、
四
区
、

五
区
、
六
区
、
七
区
）

頃
未
（
一
区
、
二
区
、

八
区
、
九
区
、
二
十
三

区
）

頃
末
・
大
平
団
地
と
頃

未
（
十
五
区
）

頃
末
（
十
区
、
十
七
区

十
九
区
、
二
十
区
、
二

十
一
区
、
二
十
二
区
）

中
央
区
社
宅

も
隣
接
す
る
北
九
州
市
の
影
響
を
う
け

お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
国
華
二
号
線
の
拡

幅
、
南
北
縦
貫
道
路
な
ど
バ
イ
パ
ス
の

新
教
、
こ
れ
ら
の
道
路
を
見
て
も
モ
ー

タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
自
動
車
の
普
及

化
）
に
よ
る
も
の
、
更
に
住
宅
、
中
小

企
業
な
ど
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
（
み
だ
り

に
住
居
、
工
場
な
ど
が
建
て
ら
れ
る
現

象
）
の
状
態
の
中
で
、
都
市
化
し
つ
つ

あ
る
の
が
今
日
の
水
巻
町
で
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
口
に
都
市
と
言
え
ば
、
花
の
バ
リ

ー
、
夢
の
東
京
な
ど
を
す
ぐ
連
想
す
る

の
で
す
が
、
こ
れ
ら
大
都
市
と
な
る
ま

で
長
い
街
づ
く
り
の
歴
史
を
も
ち
、

向
、
今
日
も
住
み
た
く
な
る
街
づ
く
り

に
懸
命
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
華
や
か
な
先
進
都
市
に
も
悩

み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
達
缶
同
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
、
す
で
に
知
ら
さ
れ
て

い
る
「
公
害
」
で
あ
り
ま
す
。

身
近
か
な
公
害
を
み
て
も
交
通
マ

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
か
に
対
処

す
べ
き
か
本
町
と
し
ま
し
て
も
こ
こ
数

年
、
計
画
的
な
町
づ
く
り
に
鋭
意
努
力

し
て
き
た
訳
で
す
が
、
今
回
、
連
投
省

並
び
に
県
か
ら
計
画
的
な
都
市
づ
く
り

の
資
料
作
成
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
町
の
実
態
を
な
お
一
層
把
捜
し
、

検
討
す
る
た
め
に
基
轟
細
査
を
一
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
調
査
員
の
戸
別

訪
問
に
よ
る
実
態
綱
査
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
健

康
な
生
清
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
調
査

に
、
住
民
の
皆
樺
の
ど
理
解
と
ど
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
原
い
致
し
ま
す
。

向
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
す
。

ィ
、
家
族
数
…
…
人
口
癖
虔

ロ
、
建
物
用
途
別
…
…
健
物
の
種
類

ハ
、
土
地
利
用
…
…
宅
地
、
田
、
畑
等

こ
、
建
物
敷
地
面
準
：
家
数
の
広
さ

ホ
、
建
物
面
積
…
…
：
建
物
の
広
さ

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給

（
修
理
〕
及
び
更
生
医

療
の
巡
回
相
談

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
（
修
理
）
及

び
更
生
医
療
の
巡
回
相
談
を
次
の
よ
う

に
お
こ
な
い
ま
す
の
で
該
当
者
の
方
は

「
印
鑑
」
、
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
持

、’：郡山、‘アニマ泡感辿立志遠戚鎚

ヒ
、
騒
音
、
煤
煙
、
粉
塵
、
大
気
汚
参
く
だ
さ
い
。
′

染
、
廃
棄
物
な
ど
毎
日
の
生
活
に
密
接
　
「
日
時
　
昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十

し
た
も
の
ば
か
り
で
も
、
こ
ん
な
に
多
　
　
　
　
四
日
　
十
時
～
十
五
時

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
公
害
は
、
一
、
場
所
宗
像
町
役
場
公
舎

私
達
日
常
の
健
康
な
生
活
環
境
を
お
び
　
但
し
義
眼
、
眼
鏡
の
部
は
一
月
二
十

や
か
し
て
い
ま
す
。

七
日
飯
塚
市
役
所
一
時
集
合

‾‾‥．　　．紳疇韻騒，


